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Abstract
The present study explored the relationships among “ibashyo” feeling , over-adaptation, 
and psychological health in female undergraduates.  “Ibasyo” Feeling Scale (Kishi & Moroi, 
2011), Over-Adaptation Scale (Ishizu & Ambo, 2008),  the Self-rating Depression Scale (Zung, 
1965), and Self-Esteem Scale (Rosenberg, 1979) were administered to female undergraduates 
(N=424). By the factor analysis (likelihood method with promax rotations), five factors for 
“Ibasyo” Feeling Scale and four factors for Over-Adaptation Scale were extracted. According to 
the covariance structure analysis, over-adaptation deteriorated positive feeling for “ibasyo” and 
psychological health, and positive feeling for “ibasyo” heightened the psychological health. The 
significance of research in psychological mechanism underlying “ibasyo” feeling was discussed.  







































































































































































分析対象とした（6 月実施分 : 3 回生 165 名，
4 回生 15 名 ; 11 月実施分 : 1 回生 124 名 , 2 回
生 101 名，3 回生 17 名，4 回生 2 名）。回答者

























表 1-a　過剰適応傾向尺度に関する因子分析（最尤法 ,プロマックス回転 <k=3>）の結果－回転後の負荷量－
* Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
〔Ⅰ．自己抑制〕
over_b_4 私は，心の中で思っていることを人に伝えないことが多い。 自 .80 .05 -.05 -.10
over_a_8 私は，自分が思っていることを口に出さないようにする。 自 .77 .12 -.04 -.09
over_c_3 私は，相手と違うことを思っていても，それを相手に伝えないことが多い。 自 .72 .06 .05 -.20
over_b_8 私は，自分が考えていることをすぐには言わないようにする。 自 .71 .01 .01 .02
over_a_4 私は，自分の気持ちを抑えてしまうほうだ。 自 .70 -.03 .05 .07
over_b_5 私は，「自分さえ我慢すればいい」と思うことが多い。 他 .59 .01 -.06 .26
over_a_9 私は，自分の意見を無理に通すことはしない。 自 .56 -.21 .13 .12
over_b_9 私は，辛いことがあっても我慢する。 他 .42 -.05 -.04 .34
〔Ⅱ．期待に添う努力〕
over_c_5 私は，自分の価値がなくなってしまうのではないかと心配になり，がむしゃらに頑張る。 期 .08 .59 -.06 .09
over_a_10 私は，期待には応えなくてはいけないと思う。 期 -.02 .56 .11 .13
over_a_2 私は，まわりの人から「能力が低い」と思われないように頑張る。 期 -.04 .56 .10 -.06
over_c_2 私は，期待に応えるために，成績をあげるように努力する。 期 -.04 .56 .01 .09
over_a_6 私は，期待に応えないと，叱られそうで心配になる。 期 .26 .44 .08 -.03
over_b_2 私は，まわりの人からの期待を敏感に感じている。 期 -.07 .42 .03 .33
〔Ⅲ．人からよく思われたい欲求〕
over_a_7 私は，まわりの人から気に入られたいと思う。 人 -.03 -.05 .86 .04
over_b_7 私は，自分をよく見せたいと思う。 人 -.09 .16 .65 -.09
over_a_3 私は，相手に嫌われないように行動する。 人 .16 -.01 .55 .10
over_c_6 私は，他人の顔色や様子が気になるほうである。 人 .21 .04 .52 .08
over_b_3 私は，まわりの人から認めてもらいたいと思う。 人 -.03 .33 .50 -.06
〔Ⅳ．他者配慮〕
over_a_5 私は，自分が少し困っても，相手のために何かしてあげることが多い。 他 .13 -.00 -.09 .68
over_b_1 私は，相手がして欲しいことは何かと考える。 他 -.01 -.01 .14 .53
over_c_1 私は，まわりの人からの要求に敏感なほうである。 他 -.03 .25 .05 .44
over_c_4 私は，とにかく人の役に立ちたいと思う。 他 -.10 .16 .00 .43
［因子間相関］ Ⅰ **** .23 .29 .39
Ⅱ **** .56 .33
Ⅲ **** .29
N=424
適合度 : χ2(167)=364.10, p=.001
初期固有値 >1.21; 初期説明率 53.90%























とくに項目 6「I still enjoy sex」は柔らかい表
現に変更した。②原版では評定基準として「検
査時における状態」を用いているが，DSM-
Ⅲ-R（American Psychiatric Association, 
1987）での大うつ病の診断基準を参考に，「こ























sds_a_1 沈みがちで憂うつな気分だ。 .75 -.12
sds_b_5 ふだんよりも，いらいらしている。 .69 .00
sds_a_3 泣いたり，泣きたくなる。 .61 -.03
sds_a_10 理由もないのに，疲れてしまう。 .61 -.04
sds_a_9 ふだんよりも動悸がする。 .58 .11
sds_b_3 落ち着かず，じっとしていられない。 .51 .09
sds_a_4 夜よく眠れずに困る。 .45 .10
〔Ⅱ．充実感・自己有能感〕
sds_b_8 自分の生活は，かなり充実している。 -.10 .68
sds_b_10 ふだん行っていることに満足している。 -.12 .67
sds_b_4 自分の将来に希望がもてる。 .03 .57
sds_b_7 自分が有能でまわりから必要とされる人間だと思う。 .18 .54
sds_b_6 物事をたやすく決断できると思う。 .09 .47
［因子間相関］ Ⅰ -.52
N=424
適合度 : χ2(43)=113.14, p=.001
初期固有値 >1.74; 初期説明率 47.23%
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表 1-c　大学における居場所感覚尺度に関する因子分析（最尤法，プロマックス回転 <k=3>）の結果－回転後の負荷量－
** Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
〔Ⅰ．精神的安定感〕
uni_a_5 大学にいると，私はリラックスできる。 精 .82 -.12 .06 -.12 -.05
uni_d_5 大学にいると，私はほっとできる。 精 .81 -.07 .01 .05 -.03
uni_e_1 大学にいると，私はくつろげる。 精 .77 -.05 -.04 -.05 .06
uni_e_8 大学にいると，私は安定した気持ちになる。 精 .77 -.10 -.02 .02 .03
uni_c_9 大学にいると，私は居心地がいい。 精 .77 -.08 .06 -.04 -.05
uni_c_3 大学にいると，私は安心できる。 精 .75 -.05 .09 -.03 .02
uni_b_1 大学にいると，私は幸せを感じる。 精 .69 .05 .17 .16 -.05
uni_e_7 大学にいると，私は生き生きとできる。 精 .62 -.14 .07 .09 .04
uni_d_6 大学にいると，私は自分自身を実感できる。 精 .61 .13 -.00 .26 .13
uni_b_7 大学にいると，私は楽しくなる。 精 .55 -.13 .26 .07 -.04
uni_a_6 大学では，私だけの時間がもてる。 没 .50 .06 -.27 .17 -.00
uni_c_7 大学では，ありのままの私を出せる。 精 .50 -.24 .16 -.10 .04
uni_c_1 大学では，ありのままの私でいられる。 精 .48 -.18 .26 -.06 -.04
uni_c_10 大学では，私は心から泣いたり笑ったりできる。 精 .45 -.10 .16 .03 .11
uni_e_2 大学にいると，私は自分を見失わないでいられる。 残 .43 -.07 .09 .21 .07
〔Ⅱ．自己疎外感〕
uni_d_1 大学には，私の居場所がない感じがする。 疎 -.04 .72 -.07 -.11 .01
uni_c_5 大学では，私は一人ぼっちの感じがする。 疎 -.13 .72 -.09 .12 -.04
uni_f_10 大学では，私はまわりの人から受け入れられていない気がする。 疎 .09 .70 -.12 -.05 -.06
uni_c_8 大学にいると，私はさびしくなる。 疎 -.15 .66 -.02 -.03 .04
uni_a_7 大学にいると，私は自分だけ孤立している感じがする。 疎 -.05 .65 -.12 .00 -.06
uni_f_1 大学にいると，私はまごつくことが多い。 疎 .03 .64 .09 -.05 .04
uni_b_3 大学では，私はまわりの人から必要とされていないような気がする。 疎 -.01 .63 .16 -.02 -.31
uni_c_2 大学にいると，私は落ち込みがちになる。 疎 -.17 .62 -.01 -.06 .03
uni_f_5 大学では，私はまわりの人の輪になかなか入れない。 疎 -.05 .62 -.13 .07 -.09
uni_d_4 大学では，私の考えや悩みを誰にも分かってもらえない感じがする。 疎 .10 .54 -.29 -.18 .03
uni_d_2 大学には，いたくないと思う。 残 -.33 .51 -.01 -.17 .12
〔Ⅲ．被受容感〕
uni_b_10 大学には，私を大切にしてくれる人がいる。 被 .02 -.01 .82 .00 .01
uni_e_4 大学には，私と気持ちが通じ合う人がいる。 被 .04 .01 .78 .04 -.00
uni_e_10 大学には，私のことを気にかけてくれる人がいる。 被 .06 -.01 .74 .00 .02
uni_a_8 大学には，私の悩みを聞いてくれる人がいる。 被 .02 -.07 .74 -.03 .02
uni_d_8 大学には，私を受け入れてくれる人がいる。 被 -.02 -.09 .70 .07 .03
uni_a_2 大学には，私を本当に理解してくれる人がいる 。 被 .12 .10 .68 .03 .10
uni_b_5 大学には，私の存在を認めてくれる人がいる。 被 -.13 -.10 .68 .02 .16
uni_b_6 大学には，私と同じ考え方や価値観をもっている人がいる。 被 .05 -.05 .65 .06 .00
uni_b_4 大学にいると，誰かと一緒にいることができる。 被 .01 -.29 .50 -.12 .06
〔Ⅳ．自己没入感〕
uni_f_3 大学にいても，私には得るものがないような感じがする。 没 * .03 .11 -.01 -.75 .06
uni_d_7 大学にいても，私は何もすることがない。 没 * .10 .16 -.09 -.73 .01
uni_e_9 大学にいても，私は何をしてよいか分からない。 残 * -.03 .30 .05 -.58 .00
uni_f_2 大学にいると，私はやりがいを感じる。 没 .35 .11 -.06 .54 .20
uni_b_2 大学では，私は何かに夢中になれる。 没 .39 .20 -.05 .50 .11
uni_f_4 大学では，私は自分の好きなことができる。 没 .29 .14 .08 .49 .00
uni_d_10 大学では，私自身を見つめることができない。 没 * -.02 .25 -.07 -.49 .09
〔Ⅴ．自己有用感〕
uni_a_9 大学に私がいないと，困る人がいる。 有 .02 .05 .17 -.06 .74
uni_a_3 大学に私がいないと，さびしがる人がいる。 残 .03 -.03 .23 -.09 .64
uni_e_5 大学では，私は頼りにされている。 有 -.01 -.10 .07 .04 .63
uni_f_6 大学では，私のことを必要とする人がいる。 有 .00 -.09 .20 -.00 .63
uni_c_6 大学では，誰かに役立つことができる。 有 .10 -.02 -.06 .15 .56
［因子間相関］ Ⅰ **** -.58 .60 .51 .49
Ⅱ **** -.65 -.37 -.39




適合度 : χ2(856)=1890.77, p=.001
初期固有値 >1.21; 初期説明率 64.34%















は 1 頁の前半と後半で項目を入れ替えた 2 種
類の質問紙を用意した。これ以外の尺度では，
尺度ごとに評定用紙を頁単位（過剰適応傾向尺





















平均値 * 標準偏差値 相関値 (a) 信頼性 (b) 正規性検定 (c)
［過剰適応傾向］
Ⅰ．自己抑制 2.78 c 0.59 .50 ～ .70 α=.87 z=1.18, p=.122
Ⅱ．期待に添う努力 2.72 c 0.55 .43 ～ .59 α=.76 z=1.96, p=.001
Ⅲ．人からよく思われたい欲求 3.32 a 0.52 .54 ～ .72 α=.81 z=2.19, p=.001
Ⅳ．他者配慮 2.98 b 0.48 .38 ～ .48 α=.65 z=2.58, p=.001
［反復測定分散分析］ F(3/1269)=178.02, p=.001
［大学における居場所感覚］
Ⅰ . 精神的安定感 2.65 b 0.64 .35 ～ .83 α=.95 z=2.06, p=.001
Ⅱ．自己疎外感 1.95 d 0.64 .53 ～ .80 α=.93 z=2.04, p=.001
Ⅲ．被受容感 3.07 a 0.64 .66 ～ .81 α=.93 z=2.69, p=.001
Ⅳ．自己没入感 2.71 b 0.62 .56 ～ .70 α=.87 z=1.51, p=.020
Ⅴ．自己有用感 2.38 c 0.62 .58 ～ .75 α=.87 z=2.21, p=.001
［反復測定分散分析］ F(4/1692)=202.22, p=.001
［抑うつ傾向］
Ⅰ．自己抑制 2.24 0.63 .37 ～ .67 α=.79 z=1.27, p=.079
Ⅱ．充実感・自己有能感 2.33 0.54 .37 ～ .55 α=.72 z=2.04, p=.001
［対応のある t検定 <対 2.5>］ Ⅰ : t(423)=-8.33, p=.001; Ⅱ : t(423)=-6.48, p=.001
自尊心 2.43 0.58 .49 ～ .67 α=.86 z=1.02, p=.251




















26 項目を対象に 2～6 因子解を求めた。明確な




































p-2 p-3 p-4 q-1 q-2 q-3 q-4 q-5 r-1 r-2 s
［過剰適応傾向］
Ⅰ．自己抑制 p-1 .30 a .32 a .35 a -.12 c .24 a -.10 c -.01 -.11 c .17 a -.23 a -.26 a
Ⅱ．期待に添う努力 p-2 **** .58 a .45 a .01 .22 a -.06 .02 .07 .30 a -.08 -.17 a
Ⅲ．人からよく思われたい欲求 p-3 **** .35 a -.03 .13 b .02 .00 -.04 .18 a -.20 a -.17 a
Ⅳ．他者配慮 p-4 **** .11 c -.01 .19 a .15 a .21 a .06 .00 -.01
［大学における居場所感覚］
Ⅰ．精神的安定感 q-1 **** -.72 .69 a .67 a .59 a -.32 a .42 a .33 a
Ⅱ．自己疎外感 q-2 **** -.72 a -.55 a -.54 a .50 a -.36 a -.41 a
Ⅲ．被受容感 q-3 **** .45 a .68 a -.34 a .33 a .36 a
Ⅳ．自己没入感 q-4 **** .41 a -.32 a .38 a .40 a
Ⅴ．自己有用感 q-5 **** -.23 a .43 a .43 a
［抑うつ傾向］
Ⅰ．抑うつ感 r-1 **** -.37 a -.44 a
Ⅱ．充実感・自己有能感 r-2 **** .64 a
自尊心 s ****
N=424
















「人からよく思われたい欲求 > 他者配慮 > 自己
抑制≒期待に添う努力」，「被受容感 > 自己没




























































1）。なお，GFI は .90 を上回っているものの，
AGFI はやや低く，RMSEA も .10 を越えてお
り，この解は今後検討の必要があるといえる。
まず，各潜在変数と観測変数との関係を確認
すると，{ 居場所感覚 } と { 心理的健康 } では
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否定的状態を表す変数に対する負の係数が認め





































































矢印: 標準化パス係数[*p<.01; * 以外すべてp<.001  ] 















e11 ～e51 : 誤差項
e11-e12 r=-.84; e21-e24 r=.37; 


































（石本，2010; 大久保 , 2005 など）の知見と一
致する。しかし，先述したように， 心理的健康














適応傾向 4 得点，居場所感覚 5 得点，抑うつ
傾向 2 得点については多変量分散分析，自尊
心については t 検定を行った（京田辺キャンパ






（F(1/422)=12.66, p=.001; 京 田 辺 m=2.80, SD= 
.53; 今出川 m=2.61, SD=.55）。他の分析では
有意なキャンパスの効果は得られなかった（居
場 所 感 覚 : F(5/418)=.97, ns.; 抑 う つ 傾 向 : 






















Statistics version 22.0.0 for Windows と
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over_a_1 私は，相手がどんな気持ちか考えることが多い。 uni_a_1 大学では，私自身のプライバシーが守られていない感じがする。
over_b_6 私は，人から褒めてもらえることを考えて行動する。 uni_a_4 大学は，私にとって居心地が悪い。
over_b_10 私は，やりたくないことでも無理をしてやることが多い。 uni_a_10 大学では，私には共感できないことが多い。
［うつ傾向尺度］ uni_b_8 大学では，私自身のことについて考えることができる。
sds_a_2 朝方は，自分の気分がいちばんよいときだ。 uni_b_9 大学にいると，私は無視されている感じがする。*
sds_a_5 食欲は，ふつう通りだ。 uni_c_4 大学では，私は物思いにふけることができる。
sds_a_6 異性に対して関心がある。 uni_d_3 大学には，私が役割を背負わされているものがある。
sds_a_7 自分がやせ気味であることに，気づく。* uni_d_9 大学では，私が支えとなっている人がいる。
sds_a_8 便秘に悩む。 uni_e_3 大学にいると，私はストレスを感じる。
sds_b_1 ふだん通りの爽快な気分である。 uni_e_6 大学では，私の思い通りにできないことが多い。
sds_b_2 ふだん行っていることをたやすくできる。 uni_f_7 大学に，私は満足している。




*: 平均値≒ 1.5< 対応のある t 検定 >
付表 2　過剰適応傾向二乗値得点と他の測度との関係 -ピアソン相関値－
［過剰適応傾向二乗値］*
Ⅰ _ 自己抑制 _2 Ⅱ _ 期待に添う努力 _2 Ⅲ _ 人からよく思われたい欲求 _2 Ⅳ _ 他者配慮 _2
［大学における居場所感覚］
Ⅰ．精神的安定感 .00 -.05 .02 -.11 c
Ⅱ．自己疎外感 .02 .01 -.09 .08
Ⅲ．被受容感 -.05 -.02 -.01 -.08
Ⅳ．自己没入感 -.04 .01 .03 -.01
Ⅴ．自己有用感 -.10 c -.09 -.04 -.12 c
［抑うつ傾向］
Ⅰ．抑うつ感 .04 -.05 -.09 .05
Ⅱ．充実感・自己有能感 -.07 .03 .07 -.11 c
自尊心 -.04 -.00 .04 -.05
N=424
c: p<.05
*: 二乗値 =（下位尺度得点－下位尺度得点平均値）2
